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No. Ol7 1 鳴門の和泉層群中のデュープレックス
Duplex in the Izumi Group in Naruto, Tokushima 

●写真 1

和泉層群の砂岩泥岩互層中のデュープレックス （中央部）．

このデュープレックスは国内

に知られているデュープレッ

クス構造の中で最も教科書的

なもので，大変貴重な露頭で
いずみ

す．白亜系和泉層群の砂岩泥

岩互層中に見られ，ルーフ衝

上断層とフロアー衝上断層に

挟まれて同一層準の地層が少

なくとも 17 回繰り返していま

す（写真 l) ．このデュープレッ

クスでは，ルーフ・フロアー

とも， 60 程゚度右（東）に傾斜

し，見かけの上側が下降した

正断層のような変位を示して

います（写真 l) ．このデュー

プレックスは，周辺の地層も

含めてほぽ水平であった時に

衝上断層に伴って形成され

（写真 2, 図 1), そ の 後 全 体

が時計回りに回転して右に傾

斜したと考えられます．この

デュープレックスは，断層で

囲まれた個々のブロック（ホー

ス）の長さよりも個々の衝上

断層の変位量が小さいため，

後背地傾斜デュープレックス

に分類されます．

文 献 ：全国地質調壺業協会連合会，地質情報整備・活用機構編， 2010, 日本列島ジオサイト地質百選 II, オー

ム社，126-127.
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●写真 2

回転前の鳴門の衝上性デュープレ ックスの形成．

第 1 段階 赤実線： 活動している断層
●図 1

デュープレックスの形成過程

(Boye r an d E ll iott, 1982 を改変）

第 2 段階

黒破線 ：下盤をかすめ取って次に活動する断層

黒実線 ：活動の終わった断層
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第 3 段階

破線：次に活動する断層
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第4 段階

フロアー衝上断層

断
層

場所 ：徳島県鳴門市中山

(34 ° 12 '18 " N , 134 ° 34 '18" E ) 

交通 ：高松自動車道鳴門 IC から国道 11 号を高松方面

へ約 4km , 県道 42 号との交差点を鳴門方面へ

曲がり，最初の信号を右に曲がって少し行った

左手の採石場跡．

地図 ：国土地理院 1/25 ,000 地形図 「坂東」

●写真・解説 ：村田明広
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